
地域における防災力の向上と
少人数学級の拡大
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問災害から命や生活を守るためには、個々の住民の備
えといった「自助」を強めるとともに、地域コミュニ
ティーでの「共助」により地域の防災力を向上させるこ
とが重要です。今後、地域防災力を高めていくために、
行政としてどのような取り組みを進めていくつもりです
か。
答 自助、共助のさらなる充実のため、行政による一層
の支援が重要だと認識しています。地域による地区防災
計画づくりや防災訓練への支援など、防災意識の醸成と
人材の育成に努め、地域防災力の向上を図っていきます。

問小学校第1学年、第2学年および中学校第1学年で実
施している35人以下の少人数学級について、他学年に
も拡大し、新学習指導要領の趣旨に合った指導を充実し
ていくべきだと考えますが、いかがですか。
答 少人数学級は、きめ細かな指導を行う上で有効であ
り、生活面と学習面のどちらにも効果的であると認識し
ています。また、新学習指導要領で掲げられている「主
体的・対話的で深い学び」の実現には、自ら疑問や課題
を持ち主体的に解決する、課題探究的な学習を一層推進
する必要があると考えていま
す。そのため、一人一人の子
どもに応じた指導のさらなる
充実に向け、新たに小学校第
3学年と第4学年での35人学級
の実施について検討していき
ます。

高齢化する引きこもりへの対策と
篠路駅周辺地区のまちづくり

林
はやし

清
せい

治
じ

民主市民連合

問高齢化する引きこもり対策については、中高年層を
含む全世代の当事者やその親が抱える複合的な課題に対
応するため、所管部局の在り方など実施体制を検討して
いく必要があると考えますが、いかがですか。
答 昨年度の調査で、当事者は幅広い年齢層に存在するこ
と、引きこもりの要因や支援のニーズは多様であること、
当事者だけでなく家族への支援を求める声が多いことな
どが分かりました。そこで、中高年層を含む当事者やそ
の家族が抱える複合的な課題に対応するため、より幅広
い分野での包括的な支援が必要だと考えています。他都
市の状況なども参考にしながら、事業の所管の在り方を
含め、より効果的な支援体制を検討していきます。

問篠路駅周辺地区については、地域住民の声や、民間
事業者の意向を把握しながら、共にまちをつくり上げて
いくことが重要と考えます。今後、篠路駅周辺のまちづ
くりはどのように進めていくつもりですか。
答 篠路駅周辺地区については、北区北部の地域交流拠
点として、鉄道高架や土地区画整理などの事業を進める
とともに、駅周辺における利便性の向上や多様な機能の
集積を図るため、民間事業者の意向を把握しながら、連
携してまちづくりに取り組ん
でいきます。今後は、まちづ
くり計画の策定に向け、住民
の参加機会の充実を図りなが
ら、地域主体で持続可能な活
力あるまちづくりを進めてい
きます。

適切な歯科保健医療の提供と
障がいのある子どもへの教育支援
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問適切な歯科保健医療を市民に提供するため、急速な
高齢化や社会の動きをどのように捉え、どのような取り
組みを行っていくつもりですか。
答 高齢化の進展に伴い、歯と口

こうくう

腔の健康はますます重要
になると認識しています。健康寿命の延伸を図る上でも、
歯と口腔のケアや定期健診の普及が重要であると考えて
います。「札幌市生涯歯科口腔保健推進計画」では、「か
かりつけ歯科医の普及」などを重点施策としており、今
後も生涯にわたる歯科保健対策を一層推進していきます。

9月17日に招集された第3回定例会の中から、9月24
日、25日、26日の代表質問の主な内容や、10月10日
までに可決した議案などについてお知らせします。
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の
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問真駒内駅前地区まちづくり計画に
ついて、今後検討が進み、より具体的
となった段階では、これまで以上に地
域の意見にしっかりと耳を傾けた上で、
より良い計画としていく必要があると
考えますが、いかがですか。
答 検討を進める中でいただいたさま
ざまな意見により、地域の関心が非常
に高いことを改めて実感しています。 
このため、地域の方と一層議論を深め、
合意形成を図っていくことが重要であ
ることから、
検討期間を当
初より1年延
ばし、来年度
末までに計画
を取りまとめ
ます。

高齢者の安全運転
に向けた支援
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問通勤や仕事、買い物、通院など、 日
常生活に車が必要不可欠な高齢者は、 
今後さらに増えていくと考えられます。
高齢者が事故を起こさず安全に運転で
きるよう、どのように支援に取り組ん
でいくつもりですか。
答 事故の防止には、高齢ドライバーが
自ら身体などの変化を自覚し、現在の
技量に応じた運転を心掛けることが重
要です。国が検討を進める高齢者向け
の新たな免許制度の創設などの動向を
注視していくとともに、まずは、運転
に伴うリスク
や専門の相談
窓口などにつ
いて一層の周
知を図ってい
きます。

問障がいのある子どもへの教育支援
について、今後、どのように取り組ん
でいきますか。
答 個々の子どもに応じた教育支援計画
の作成と活用の意義について理解を深
めるため、新たに学校管理職を対象に
研修を実施するとともに、リーフレッ
トの作成などにより全教職員への啓発
を図ります。また、ＩＣＴ機器を活用
するなど、ど
の学校でも必
要な支援が受
けられるよう、
体制の充実に
努めます。

地域が望む除排雪と旧
白石区役所跡地の利活用
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問地域が望む除排雪を行うため、パー
トナーシップ排雪制度の予算を拡大し、
地域の負担を軽減すべきだと考えます
が、いかがですか。
答 予算の拡大については、市の負担
割合を増加させるだけではなく、制度
を利用していない地域との均衡など、
さまざまな課
題があるため、
今後も慎重な
議論が必要と
考えています。

問 旧白石区役所跡地の利活用に当
たっては、住民の要望や立地の優位性
などを考慮し、引きこもりなどで悩む
若者への支援などを行う若者活動セン
ターと第二児童相談所を併設した複合
的施設を設置することが大変有益であ
ると考えますが、いかがですか。
答 旧白石区役所跡地については、区
の拠点として公的利用がされてきたこ
となどを踏まえながら、地域の活性化
への貢献やこの土地が持つ価値の発揮
などのさまざまな視点から、引き続き
利活用に向けた検討を進めます。
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総務委員会
都心エネルギーアクションプラン
（案）についてまちづくり政策局
から説明を受け、質疑を行いまし
た。（9/30）

財政市民委員会
札幌市文化財保存活用地域計画
（案）について市民文化局から
説明を受け、質疑を行いました。
（9/30）

文教委員会
「札幌市子どもの最善の利益を実
現するための権利条例」に基づく
平成30年度取組状況について子
ども未来局から説明を受け、質疑
を行いました。（9/30）

経済観光委員会
札幌もいわ山ロープウェイの事故
について経済観光局から説明を受
け、質疑を行いました。（9/30）

総合交通政策調査特別委員会
北海道新幹線についておよび丘珠
空港の利活用検討についてまちづ
くり政策局から説明を受け、質疑
を行いました。また、「北海道新
幹線札樽トンネル工事に伴う要対
策土の受け入れ候補地に関する陳
情」の初審査を行い継続審査とし
ました。（9/18）

第一部・第二部決算特別委員会
副委員長の互選、理事制の設置、 
審査日程などを決定しました。
（9/26）
平成30年度の決算を審査しました。
（10/3、10/7、10/9）

〔9/11～10/10〕
委員会の主な活動状況

○令和元年度一般会計補正予算
　主に、次の内容で総額28億5,900
　万円を補正するものです。
　・アイヌ伝統文化振興費
　・消防団救助能力向上資機材緊
　　急整備費
　・道路等災害復旧費
　・オリンピック・パラリンピック
　　基金造成費
○ 札幌市会計年度任用職員の給与
等に関する条例案
など、合計26件の議案などを可
決しました。

〔10/10までに可決した議案など〕
第3回定例会 真駒内駅前地区の

まちづくり
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